
【取組内容⑤】 「１人１台端末を活用した校則見直しプロジェクト」

仙台市立錦ケ丘中学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-6

【概要】「社会へ参画する態度」や「物事を多角的に理解し、適切に判断する力」の育成を目指し、現行
の校則について、クラウド環境と端末を活用して「生徒」「保護者」「教員」「地域」がそれぞれの立場
で意見を述べ、議論を重ねた。

① Formsで校則についての意見を収集し結果を共有する。

② 資料を基に、各学級で話し合いを実施し、現行の校則

に対する課題について認識を深め、個々の意見をクラウド
で収集する。

③ ②と同時にそれぞれの立場の代表が話し合いを実施し、その結果とクラウド
で収集した意見をまとめて、共有する。

④ 修正案を作成し共有後、最終投票をFormsで実施し次年度に向けての計画を策
定する。


